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AWS Black Belt Online Seminarとは
• 「サービス別」「ソリューション別」「業種別」などのテーマに分け、

アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社が提供するオンラインセミナー
シリーズです

• AWSの技術担当者が、AWSの各サービスやソリューションについてテーマご
とに動画を公開します

• 動画を⼀時停⽌・スキップすることで、興味がある分野・項⽬だけの聴講も
可能、スキマ時間の学習にもお役⽴ていただけます

• 以下のURLより、過去のセミナー含めた資料などをダウンロードすることが
できます
• https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/

• https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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内容についての注意点
• 本資料では 2023 年 03 ⽉時点のサービス内容および価格についてご説明して

います。最新の情報はAWS公式ウェブサイト (https://aws.amazon.com/)
にてご確認ください

• 資料作成には⼗分注意しておりますが、資料内の価格とAWS公式ウェブサイト
記載の価格に相違があった場合、AWS公式ウェブサイトの価格を優先とさせて
いただきます

• 価格は税抜表記となっています。⽇本居住者のお客様には別途消費税をご請求
させていただきます
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⾃⼰紹介

名前︓⾼野 翔史
所属︓エンタープライズ技術本部

ソリューションアーキテクト
経歴︓国内SIerにてシステム開発に従事

好きなAWSサービス︓Amazon CloudWatch、Amazon Timestream
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本セミナーの対象者
• これからAWSを利⽤した運⽤設計を担当される⽅

• AWSでの監視設計を担当される⽅
• AWSを利⽤した外型監視に興味のある⽅
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Amazon CloudWatch Synthetics とは

Amazon CloudWatch Synthetics Canaryとは

Amazon CloudWatch Synthetics による Synthetics Monitoring

AWS モニタリングサービスとの連携

Amazon CloudWatch Synthetics 料⾦

まとめ

アジェンダ
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モニタリング (Monitoring) とは︖

体系的な⾒直しを続けるために、⼀定期間にわたって、
(何かの) 経過状況や品質を観察し確認する
observe and check the progress or quality of 
(something) over a period of time; keep under 
systematic review
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引⽤︓Oxford English Dictionary
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ユーザ体験の監視の重要性
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サービスやアプリの
健全性をチェックする

トラブルの原因を
調査する

キャパシティを
分析する

アプリケーションを
元の状態に回復する

ユーザ⾏動を
分析する



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

ユーザ体験の監視の重要性
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サービスやアプリの
健全性をチェックする

トラブルの原因を
調査する

キャパシティを
分析する

アプリケーションを
元の状態に回復する

ユーザ⾏動を
分析する

監視は
ユーザ体験を損なわない

ために⾏う
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ユーザ体験の監視⼿法
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• 定常的に⼀定間隔で計測プログラムが
アクセスしてデータを取得することを
通じてパフォーマンスを計測する⼿法
(主に製造業で利⽤される統計的品質管
理⼿法と同じ思想に基づく計測⼿法)

• 短期のパフォーマンス計測⽤途に好適
• ⼀般に「外形監視」と訳される

• 実ユーザーアクセスの情報を取得して
計測する⼿法
(実ユーザーによる実ブラウザでの
実ロケーションからのアクセスデータ
を取得・計測サーバーに送信)

• 中⻑期のユーザー傾向把握⽤途に好適

Synthetic Monitoring Real User Monitoring

※ Active monitoring の⼀種 ※ Passive monitoring の⼀種
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[アラーム]
CW Alarms

[イベント]

[メトリクス]
CW Metrics

[ログ]
CW Logs

[ログ分析] 
CW Logs Insights

[統合]
CW Dashboards

メトリクスを送信

ログを送信

メトリクスに応じた
アクション

ログの可視化

イベントに応じた
ターゲットによる処理

Amazon CloudWatchの全体像

[タグベースの視覚化]
CW Metrics Explorer

Amazon Kinesis
Data Firehose

[メトリクスストリーム]
CW Metrics Stream

Amazon EventBridge/
Amazon EventBridge

Scheduler ※CW = CloudWatch

AWSサービス

オンプレミス/EC2

CW Agent

CW Metrics Insight
[リアルタイムメトリクス分析]

Insights

Application Monitoring

[構造化ログによるメトリクス] 
CW Container Insights / Contributor Insights
[Lambda拡張機能によるメトリクス]
Lambda Insights
[アプリケーションコンポーネントのメトリクス]
Application Insights

[外形監視] 
CW  Synthetics
[リアルユーザーモニタリング]
CW RUM
[フィーチャーフラグA／Bテスト]
CW Evidently

［インターネット監視］
CW Internet Monitor

[トレース]
CW ServiceLens

[ダッシュボードに統合]
CW Dashboard

メトリクスの
可視化

パートナー
サービス、
S3/Redshift

Infrastructure
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Amazon CloudWatch Synthetics による Monitoring
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別リージョン

Publicアクセス
可能なリソース

東京リージョン (Synthetics が稼働)

Internet

CloudWatch
Synthetics

Synthetics

API Gateway

VPC

HTTP 
or 

HTTPS

HTTP 
or 

HTTPS

「Canary」を定義して、その定義
に基づいてヘッドレスブラウザが

監視対象の URL にアクセス

• CloudWatch Synthetics は、Web アプリケーションと API を簡単に監視できるようにするサービスです。

• 実際のユーザートラフィックがなくてもエンドポイントを継続的にテストすることができます。

• 設定したしきい値に基づいてエラーがあればアラートを上げることができます。
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 作成画⾯
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Blueprint が⽤意されており、
基本的なユースケースにおいては、
ノーコードで Canary を
作成できます (詳細は後程詳しく
紹介)。
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 実⾏結果概要
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Canary のステータス⼀覧

前回のステータスが表⽰される

CloudWatch アラームを設定しており、
条件にマッチしている場合は表⽰される

平均実⾏時間が表⽰される
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Amazon CloudWatch Synthetics のメリット

• 必要な時に素早く Synthetics Monitoring を実現

• モニタリング動作の振る舞いをプログラムで制御可能
• シンプルな⽤途であれば、組み込み提供のテンプレート (Blueprint) を⽤いるだけで

プログラミングは不要

• カスタマイズにより複雑な操作も表現可能

• AWS サービスとの連携による⾼い柔軟性
• S3, EventBridge, X-Ray などの AWS サービスと連携
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 全体構成イメージ
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データ保持期間
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 全体構成イメージ
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Canary 設定（スクリプト）
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const { URL } = require('url');
const synthetics = require('Synthetics');
const log = require('SyntheticsLogger');
const syntheticsConfiguration = synthetics.getConfiguration();
const syntheticsLogHelper = require('SyntheticsLogHelper');

const loadBlueprint = async function () {

const urls = [''];

// Set screenshot option
const takeScreenshot = true;

Lambda Layer として提供される Synthetics ランタイムを利⽤して、Node.js ⼜は
Python コードでモニタリングしたい操作を記述します。

※利⽤可能なAPIや詳細なコーディングについては
https://docs.aws.amazon.com/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Function_Library.html

Lambda Layer として AWS が提供するライブラリ

• 設計図 (Blueprint) を利⽤するか、イ
ンラインエディタを使ってコーディン
グするか、S3 にスクリプトを配置し
てインポートするか 3 つのやり⽅を
選択可能です。

• Blueprint はユースケースに応じて
⽤意されており、基本的な⽤途は
コーディング不要で利⽤可能です
(後程詳しく紹介)。

• 環境変数を設定可能のため、コードを
更新しなくても動作を調整可能です。
※環境変数は暗号化されないため、
機密情報を利⽤する場合は AWS 
Secrets Manager と連携して下さい…

https://docs.aws.amazon.com/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Function_Library.html
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CloudWatch Synthetics ランタイムについて
• 利⽤するプログラミング⾔語ごとに、ブラウザ操作ライブラリが異なります。

• Synthetics ランタイムのバージョンによって、Lambda ランタイム (Node.js/Python)、ブラウザ
操作ライブラリ (Puppeteer/Selenium)、ヘッドレスブラウザ (Chromium) のバージョンが
異なります。ランタイムのバージョンごとの各コンポーネントバージョンは下記 URL をご確認下さい。

• Node.js と Puppeteer を利⽤するランタイムのバージョン
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_L
ibrary_nodejs_puppeteer.html

• Python と Selenium Webdriver を使⽤するランタイムバージョン
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_L
ibrary_python_selenium.html
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Lambda ランタイム ブラウザ操作ライブラリ ヘッドレスブラウザ

Node.js Puppeteer Chromium

Python Selenium Chromium

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Library_nodejs_puppeteer.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Library_nodejs_puppeteer.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Library_python_selenium.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Library_python_selenium.html
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CloudWatch Synthetics ランタイム サポートポリシー
• Synthetics ランタイムに含まれているコンポーネントがサポートされなくなると、その Synthetics 

ランライムのバージョンは⾮推奨になります。⾮推奨のランタイムバージョンを使⽤して新規に
Canary を作成することはできません。既存で⾮推奨のランタイムバージョンを利⽤している Canary
は利⽤可能ですが、サポートされているランタイムバージョンへの更新を推奨します。60⽇以内に
⾮推奨となる予定のランタイムを使⽤している Canary がある場合に CloudWatch Synthetics は
通知メールを利⽤者に送信します。サポートポリシー、ランタイムのバージョンアップ⽅法については、
下記 URL をご確認ください。

• CloudWatch Synthetics ランタイムサポートポリシー
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_
Canaries_Library.html#CloudWatch_Synthetics_Canaries_runtime_support
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Library.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Library.html
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 全体構成イメージ
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Canary 設定（スケジュール）
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• Canary の実⾏スケジュールを
指定します。以下の設定が可能です。

Ø 継続的に実⾏

ü 間隔︓1~60 分の間で指定

ü 毎⽇︓タイムゾーン UTC で時刻を指定

Ø CRON 式
CRON 式を使って柔軟に実⾏する
タイミングを指定して継続的に実⾏する

Ø 1 回実⾏
1 回のみ実⾏する

• Canary がタイムアウトするまでの
最⼤実⾏時間を設定可能です。
実⾏スケジュール間隔より⻑くは
設定できません。
Lambda コールドスタート等の時間を
許容するために 15 秒以上は⻑く
設定して下さい。

「継続的に実⾏」、「CRON 式」「1 回実⾏」の 3 つの中から 1 つを選択

Canary の実⾏間隔を指定

Canary がタイムアウトする最⼤実⾏時間を指定
(Lambda の最⼤実⾏時間として設定される)

Canary 作成後にすぐに Canary の実⾏を開始するか指定
チェックボックスを外すとリソースは作成されますが、実⾏はされません。
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 全体構成イメージ
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Canary 設定（データストレージ）
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• Canary によって作成される
アーティファクト (ログ/スクリーンショット
/HARファイル) の出⼒場所を指定します。

• デフォルトでは⼀番最初に Canary を
作成する際は、同⼀リージョンに
CloudWatch Synthetics ⽤に S3 バケットを
作成して保存し、それ以降は作成された
S3 バケットに保存するように設定されます。
既存 S3 バケット (別リージョンでも可能) を
指定することも可能です。

• 「syn-nodejs-puppeteer-3.3」以降の
ランタイムバージョンを使⽤している場合、
アーティファクトの暗号化⽅法を選択でき、
SSE-S3 暗号化⼜は SSE-KMS (カスタマー
マネージドキー) を選択可能です。
※ 「syn-python-selenium」を利⽤する
場合は本機能を利⽤することはできないこと
にご注意下さい。

アーティファクトを出⼒する
S3 バケットのパスを選択

アーティファクトの暗号化⽅法を選択
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 全体構成イメージ
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CloudWatch Logs
ロググループ

実⾏ログ

S3バケット
(同⼀リージョン
or 別リージョン)

実⾏ログ (txt)

スクリーンショット (png)

HAR ファイル (html)

Canary 設定

Lambda 関数の
ハンドラー & スクリプト
(開発⾔語:Node.js/Python)

スケジュール
(⼀度きり/継続的に実⾏/cron)

データストレージ

VPC 設定 (オプション)

アクセス許可

Headless
Chrome

(Chromium)

対象サイト・Webアプリ・API
(エンドポイントを指定)

HTTP or HTTPS

CloudWatch Alarms

Amazon EventBridge

AWS X-Ray

メトリクス

トレース

イベント

実⾏時出⼒

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

データ保持期間
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Canary 設定（データ保持期間）
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• 成功した Canary 実⾏結果と失敗した
Canary 実⾏結果のそれぞれに対して、
どれくらいの期間情報を保持するのか
指定します。指定できる範囲は、
1 – 455 ⽇まです。

※あくまで AWS コンソールに保存
および表⽰するデータに関する設定に
なります。S3 バケットに保存される
アーティファクト等には影響しない点は
ご注意下さい。

データの保持期間の設定
下記から選択 (カスタムの値を設定可能)
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 全体構成イメージ
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CloudWatch Logs
ロググループ

実⾏ログ

S3バケット
(同⼀リージョン
or 別リージョン)

実⾏ログ (txt)

スクリーンショット (png)

HAR ファイル (html)

Canary 設定

Lambda 関数の
ハンドラー & スクリプト
(開発⾔語:Node.js/Python)

スケジュール
(⼀度きり/継続的に実⾏/cron)

データストレージ

VPC 設定 (オプション)

アクセス許可

Headless
Chrome

(Chromium)

対象サイト・Webアプリ・API
(エンドポイントを指定)

HTTP or HTTPS

CloudWatch Alarms

Amazon EventBridge

AWS X-Ray

メトリクス

トレース

イベント

実⾏時出⼒

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

データ保持期間
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Canary 設定（アクセス許可）

• Canary によって作成される
アーティファクトを S3 バケットに
保存したり、CloudWatch にメトリクスを
発⾏するための IAM ロール
(Lambda に設定される) を設定します。

• Canary 新規作成時に新しく作成するか、
既存の IAM ロールを選択して
設定することが可能です。

• 事前に IAM ロールを作成する場合は、
構成によって必要な権限が異なります。
下記を参照しながら IAM ロールを
作成して下さい。

• Canaryに必要なロールとアクセス許可
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/Am
azonCloudWatch/latest/monitoring/Clou
dWatch_Synthetics_Canaries_CanaryPer
missions.html

32

Canary 作成時に IAM ロールを新たに作成

Canary 作成前に事前に作成しておいた IAM ロールを指定

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_CanaryPermissions.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_CanaryPermissions.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_CanaryPermissions.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_CanaryPermissions.html
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 全体構成イメージ
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CloudWatch Logs
ロググループ

実⾏ログ

S3バケット
(同⼀リージョン
or 別リージョン)

実⾏ログ (txt)

スクリーンショット (png)

HAR ファイル (html)

Canary 設定

Lambda 関数の
ハンドラー & スクリプト
(開発⾔語:Node.js/Python)

スケジュール
(⼀度きり/継続的に実⾏/cron)

データストレージ

VPC 設定 (オプション)

アクセス許可

Headless
Chrome

(Chromium)

対象サイト・Webアプリ・API
(エンドポイントを指定)

HTTP or HTTPS

CloudWatch Alarms

Amazon EventBridge

AWS X-Ray

メトリクス

トレース

イベント

実⾏時出⼒

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

データ保持期間
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Canary 設定（VPC 設定 – オプション）

34

• Canary は特定の VPC 内の
リソースに対してもモニタリング
することが可能です。

• VPC 内の特定のサブネットから
Canary (実体はLambda) を起動
し、アーティファクトを S3 に
保存したり、CloudWatchに
メトリクスを送信できます。
通信要件に応じてセキュリティ
グループを事前に⽤意して
設定して下さい。

• VPC 内からインターネットに
アクセスできず S3 等の
パブリックエンドポイントに
アクセスできない場合は、別途
VPC 内に VPC エンドポイントを
作成して下さい。

Canary を起動する VPC を指定

Canary を起動するサブネットを指定

Canary に設定するセキュリティグループを指定
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CloudWatch Synthetics Lambda 関数

35

Canary 定義

Canary ⽤ Lambda 関数
cwsyn-<Canary 名>-canary-<UUID>

Lambda Layer 1︓Synthetics ライブラリ (AWS提供)

Lambda Layer 2︓ユーザースクリプト⽤ライブラリ

Amazon
EventBridge

Amazon 
CloudWatch Metrics

Canary ⽤の Lambda 関数仕様
• 種別︓「⾮ VPC」or「VPC」タイプ

(「VPC 設定」の有無で決定される)
• 最⼤メモリ︓1GB (固定)
• ランタイム︓Node.js または Python

Layer 参照

Layer 参照
メトリクス送信 &
状態変化イベント発⽕

1対1で対応

Canary で定義したコードは、Lambda Layer として登録されて、
CloudWatch Synthetics が作成する Lambda 関数コード内で読み込まれて実⾏されます。
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary グループ

36

東京リージョン

Synthetics

大阪リージョン

Synthetics

シンガポールリージョン

Synthetics

対象サイト・Webアプリ・API
(エンドポイントを指定)

HTTP or HTTPS

Canary グループ

リージョンを跨って、複数の Canary をグルーピングして
(1 グループ当たり最⼤ 10) 、Canary の結果をグループとして表⽰することが可能

• Canary グループ はグローバル
リソースとして登録されるため、
複数のリージョンから表⽰されます。

• 1 つの AWS アカウント当たり
最⼤ 20 個のグループを作成できます。

• 複数リージョンに跨ってグルーピング
することが可能なため、各リージョン
固有の問題かどうかを簡単に切り分け
ることができるようになります。
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary グループ 作成
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• グループ名を⼊⼒し、作成済み
の Canary を検索して、
選択することで、グループ内に
登録することが可能です。

• グループの検索は、Canary 名
を完全⼀致で⼊⼒する必要が
あることに注意して下さい。
※途中まで⼊⼒して、

検索してもヒットしません。
グルーピングしたい Canary を完全⼀致で⼊⼒して検索する

検索の結果出⼒された Canary にチェックを
⼊れると登録される
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Amazon CloudWatch Synthetics とは

Amazon CloudWatch Synthetics Canaryとは

Amazon CloudWatch Synthetics による Synthetics Monitoring

AWS モニタリングサービスとの連携

Amazon CloudWatch Synthetics 料⾦

まとめ

アジェンダ

38
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Canary Blueprint
Canary の実体は Node.js/Python で実装される Lambda 関数で、6 種類の
Blueprint が⽤意されており、基本的な⽤途であればコーディングが不要です。

39

No. Blueprint 特徴 Node.js Python

1 ハートビートのモニタリング 指定した URL にアクセスして、ページのスクリーン
ショットと HTTP アーカイブファイル (HAR ファイル) を保存

○ ○

2 API Canary REST API に対してリクエストを送信して、応答をテスト ○ ○

3 リンク切れチェッカー テスト対象のURL内のすべてのリンクを収集し、
リンク切れがないかテスト

○ -

4 Canary レコーダー Google Chrome の拡張機能である
CloudWatch Synthetics Recorder を利⽤して、ユーザ操作を
記録し、テスト

○ -

5 GUI ワークフロービルダー Web サイト上のユーザ操作ができるかを GUI ベースで
作成してテスト

○ ○

6 ビジュアルモニタリング Web サイトの表⽰が変化していないかをベースラインと
⽐較し、テスト

○ -

Canary 設計図の使⽤
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
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Canary Blueprint
Canary の実体は Node.js/Python で実装される Lambda 関数で、6 種類の
Blueprint が⽤意されており、基本的な⽤途であればコーディングが不要です。
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No. Blueprint 特徴 Node.js Python

1 ハートビートのモニタリング 指定した URL にアクセスして、ページのスクリーン
ショットと HTTP アーカイブファイル (HAR ファイル) を保存

○ ○

2 API Canary REST API に対してリクエストを送信して、応答をテスト ○ ○

3 リンク切れチェッカー テスト対象のURL内のすべてのリンクを収集し、
リンク切れがないかテスト

○ -

4 Canary レコーダー Google Chrome の拡張機能である
CloudWatch Synthetics Recorder を利⽤して、ユーザ操作を
記録し、テスト

○ -

5 GUI ワークフロービルダー Web サイト上のユーザ操作ができるかを GUI ベースで
作成してテスト

○ ○

6 ビジュアルモニタリング Web サイトの表⽰が変化していないかをベースラインと
⽐較し、テスト

○ -

Canary 設計図の使⽤
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
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Canary Blueprint - ハートビートのモニタリング
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• 指定した URL にアクセスして、Web ページの
スクリーンショット、HTTP アーカイブファイ
ル (HAR ファイル)、実⾏ログ を保存します。
スクリーンショットについては
保存するかチェックボックスで指定可能です。

• レスポンスのステータスコードをもとに
正常/異常を判定します (デフォルトでは、
ステータスコード 200 番台なら正常と判定する
ようにコード内で設定されています)。

• 「syn-nodejs-puppeteer-3.1」以降の
ランタイムバージョンを使⽤している場合、
複数の URL をモニタリングすることが
可能になります。
※ 「syn-python-selenium」を利⽤する場合
は、複数の URL をモニタリングすることは
できないため、ご注意下さい。

syn-nodejs-puppeteer-3.1以上の場合は、
エンドポイントを複数追加可能

監視対象のURLを⼊⼒

スクリーンショットの保存はチェックボックスで指定
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Canary 実⾏結果概要
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Canary のステータス⼀覧 Canary グループのステータス⼀覧

Canary グループはまとめて表⽰される

前回のステータスが表⽰される

CloudWatch アラームを設定しており、
条件にマッチしている場合は表⽰される
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Canary 実⾏結果詳細 (可⽤性 – ステップ)
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Canary の実⾏履歴が時系列で表⽰される

失敗している場合は、選択することで失敗
にフォーカスしたログを閲覧可能

各ステップごとに実⾏結果が表⽰される
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Canary 実⾏結果詳細 (可⽤性 – スクリーンショット)
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ヘッドレスブラウザで取得した Web ページ
のスクリーンショットを表⽰
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Canary 実⾏結果詳細 (可⽤性 – ログ)
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Canary の実⾏結果が出⼒される
CloudWatch Logs や S3に同じものが出⼒される
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Canary 実⾏結果詳細 (可⽤性 – HAR ファイル)
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Canary の実⾏した際に取得される HAR ファイルの内容が表⽰される
S3に同じものが出⼒される
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Canary Blueprint
Canary の実体は Node.js/Python で実装される Lambda 関数で、6 種類の
Blueprint が⽤意されており、基本的な⽤途であればコーディングが不要です。

47

No. Blueprint 特徴 Node.js Python

1 ハートビートのモニタリング 指定した URL にアクセスして、ページのスクリーン
ショットと HTTP アーカイブファイル (HAR ファイル) を保存

○ ○

2 API Canary REST API に対してリクエストを送信して、応答をテスト ○ ○

3 リンク切れチェッカー テスト対象のURL内のすべてのリンクを収集し、
リンク切れがないかテスト

○ -

4 Canary レコーダー Google Chrome の拡張機能である
CloudWatch Synthetics Recorder を利⽤して、ユーザ操作を
記録し、テスト

○ -

5 GUI ワークフロービルダー Web サイト上のユーザ操作ができるかを GUI ベースで
作成してテスト

○ ○

6 ビジュアルモニタリング Web サイトの表⽰が変化していないかをベースラインと
⽐較し、テスト

○ -

Canary 設計図の使⽤
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
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Canary Blueprint - API Canary

48

• REST API に対して、リクエストを送信
して、レスポンスが意図通りかどうかを
テストできます。

• Amazon API Gateway と統合されており、
API Gateway の API や ステージを
Canary と同じ AWS アカウント、同じ
リージョンから選択したり、API 
Gateway から Swagger テンプレートを
アップロードすることで、
クロスアカウントやクロスリージョン
API のモニタリングの設定が可能です。

• REST API の URL を直接指定することも
可能です。

同⼀ AWS アカウント、同⼀リージョン
の API Gateway の API を選択可能

チェックを⼊れることで、API Gateway
の API を選択可能

API Gateway で設定している
ステージを選択する
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Canary Blueprint - API Canary HTTP リクエスト設定 1
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HTTP リクエストとして下記を
設定してテストが可能です。

• メソッド
(GET/POST のみサポート) 

• リソース

• URL クエリ⽂字列

• HTTP ヘッダー

• リクエストボディ

API Gateway 内に設定しているリソースパスを選択する

API Gateway の対象リソースパスに
設定されている HTTP リクエスト
メソッドを選択する

必要に応じて、URL クエリ⽂字列を指定する

必要に応じて、HTTP ヘッダーを指定する

必要に応じて、リクエストボディを指定する
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Canary Blueprint - API Canary HTTP リクエスト設定 2

50

「syn-nodejs-2.2」以降のラン
タイムバージョンを利⽤してい
る場合は、オプションとして、
以下の機能が利⽤可能です。

• ヘッダーとレスポンス本⽂を
キャプチャする
※機密情報が記録される
可能性がある場合は取り扱い
に注意して下さい。

• API を複数モニタリングする
際に、複数ステップに分けて
実⾏結果を表⽰する Canary
の作成

※ 「syn-python-selenium」を
利⽤する場合は本機能を利⽤
することはできないため、
ご注意下さい。

Canary のヘッダーとレスポンスをキャプチャするか選択する

複数ステップを定義する場合に、追跡しやすいように
Canary ステップに名前をつける

複数ステップを定義する場合に、本ステップの後に設定されている
ステップを実⾏するか選択する
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Canary 実⾏結果詳細 (可⽤性 – HTTP リクエスト)
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ステータスコードやリクエストにかかった時間が表⽰される

ヘッダーとレスポンス本⽂をキャプチャすると
どのようなリクエストをした結果
どのようなレスポンスが返ってきたか
確認できる
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Canary Blueprint
Canary の実体は Node.js/Python で実装される Lambda 関数で、6 種類の
Blueprint が⽤意されており、基本的な⽤途であればコーディングが不要です。
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No. Blueprint 特徴 Node.js Python

1 ハートビートのモニタリング 指定した URL にアクセスして、ページのスクリーン
ショットと HTTP アーカイブファイル (HAR ファイル) を保存

○ ○

2 API Canary REST API に対してリクエストを送信して、応答をテスト ○ ○

3 リンク切れチェッカー テスト対象のURL内のすべてのリンクを収集し、
リンク切れがないかテスト

○ -

4 Canary レコーダー Google Chrome の拡張機能である
CloudWatch Synthetics Recorder を利⽤して、ユーザ操作を
記録し、テスト

○ -

5 GUI ワークフロービルダー Web サイト上のユーザ操作ができるかを GUI ベースで
作成してテスト

○ ○

6 ビジュアルモニタリング Web サイトの表⽰が変化していないかをベースラインと
⽐較し、テスト

○ -

Canary 設計図の使⽤
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
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• 指定した URL にアクセスして、Web ページに設定され
ているすべてのリンクを収集し、指定したリンク数
までテストを実⾏します。リンク数のカウントは、
指定した URL ⾃体が最初のリンクとしてカウントされる
ことに注意してください。

• リンクに異常があれば、エラーと判定されます。
リンク切れチェッカーで検出できるエラーの種類は
下記を参照して下さい。

• リンク切れチェッカー
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch
/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blu
eprints.html#CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprint
s_Broken_Links

Canary Blueprint - リンク切れチェッカー

53

モニタリングするリンクの数を指定する

Web ページ
(リンク)ページ1
(リンク)ページ2

ページ1
(リンク) ページ1-1
(リンク) ページ1-2

ページ2
(リンク) ページ2-1
(リンク) ページ2-2

ページ1-1

ページ1-2

ページ2-1

ページ2-2

①
②
③

④
⑤

⑥
⑦

総リンク数 7

対象サイト

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
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Canary 実⾏結果詳細 (可⽤性 – チェックしたリンク)

54

指定した URL 内にあるリンクをチェックした結果がリンク毎に表⽰される
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Canary Blueprint
Canary の実体は Node.js/Python で実装される Lambda 関数で、6 種類の
Blueprint が⽤意されており、基本的な⽤途であればコーディングが不要です。

55

No. Blueprint 特徴 Node.js Python

1 ハートビートのモニタリング 指定した URL にアクセスして、ページのスクリーン
ショットと HTTP アーカイブファイル (HAR ファイル) を保存

○ ○

2 API Canary REST API に対してリクエストを送信して、応答をテスト ○ ○

3 リンク切れチェッカー テスト対象のURL内のすべてのリンクを収集し、
リンク切れがないかテスト

○ -

4 Canary レコーダー Google Chrome の拡張機能である
CloudWatch Synthetics Recorder を利⽤して、ユーザ操作を
記録し、テスト

○ -

5 GUI ワークフロービルダー Web サイト上のユーザ操作ができるかを GUI ベースで
作成してテスト

○ ○

6 ビジュアルモニタリング Web サイトの表⽰が変化していないかをベースラインと
⽐較し、テスト

○ -

Canary 設計図の使⽤
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
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Canary Blueprint - Canary レコーダー

56

以下流れで記録したユーザ操作を Canary で再現し、モニタリングすることが可能。

① Google Chrome の拡張機能である CloudWatch Synthetics Recorder をChrome に追加

② CloudWatch Synthetics Recorder を利⽤して、Web サイトでの操作を記録して、Node.js の
コードとして出⼒

③ 出⼒したコードをコピーし Canary 設定画⾯にペーストして、登録
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Canary Blueprint - Canary レコーダー
① CloudWatch Synthetics Recorder を Chromeに追加

57

Google Chrome の拡張機能である
CloudWatch Synthetics Recorder を以下の
リンクより Google Chrome に追加する。

https://chrome.google.com/webstore/detail
/cloudwatch-synthetics-
rec/bhdnlmmgiplmbcdmkkdfplenecpegfno

https://chrome.google.com/webstore/detail/cloudwatch-synthetics-rec/bhdnlmmgiplmbcdmkkdfplenecpegfno
https://chrome.google.com/webstore/detail/cloudwatch-synthetics-rec/bhdnlmmgiplmbcdmkkdfplenecpegfno
https://chrome.google.com/webstore/detail/cloudwatch-synthetics-rec/bhdnlmmgiplmbcdmkkdfplenecpegfno
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Canary Blueprint - Canary レコーダー
② CloudWatch Synthetics Recorder でユーザ操作を記録

58

Start Recording を実⾏

ブラウザでの操作を実⾏し
End recording を選択 出⼒されたコードをコピー
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Canary Blueprint - Canary レコーダー
③ 出⼒したコードをコピーし Canary 作成

レコーダーをスタートした URL を⼊⼒

先ほどコピーしたコードを貼り付けて Canary 作成
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Canary 実⾏結果詳細 (可⽤性 – ステップ) Canary レコーダー

60

Canary レコーダーで記録した操作のステップ毎に結果が表⽰される
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Canary Blueprint
Canary の実体は Node.js/Python で実装される Lambda 関数で、6 種類の
Blueprint が⽤意されており、基本的な⽤途であればコーディングが不要です。
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No. Blueprint 特徴 Node.js Python

1 ハートビートのモニタリング 指定した URL にアクセスして、ページのスクリーン
ショットと HTTP アーカイブファイル (HAR ファイル) を保存

○ ○

2 API Canary REST API に対してリクエストを送信して、応答をテスト ○ ○

3 リンク切れチェッカー テスト対象のURL内のすべてのリンクを収集し、
リンク切れがないかテスト

○ -

4 Canary レコーダー Google Chrome の拡張機能である
CloudWatch Synthetics Recorder を利⽤して、ユーザ操作を
記録し、テスト

○ -

5 GUI ワークフロービルダー Web サイト上のユーザ操作ができるかを GUI ベースで
作成してテスト

○ ○

6 ビジュアルモニタリング Web サイトの表⽰が変化していないかをベースラインと
⽐較し、テスト

○ -

Canary 設計図の使⽤
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
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Canary Blueprint - GUI ワークフロービルダー

62

• Web ページに対して、ユーザの⼀連の操作
を定義して、意図通りに操作できるかを
テストすることが可能です。

• Web ページ上でのアクションを GUI で定義
していくことで、ユーザ操作がコードに反映
されます。

ユーザ操作を GUI で定義する
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Canary Blueprint - GUI ワークフロービルダー
定義できるアクション

63

• 定義できるアクションは、以下5つになります。

• セレクターの定義は選択する⾔語 (Node.js/Python) で
異なります。詳細は下記をご確認ください。

• GUIワークフロービルダー
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch
/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blu
eprints.html#CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprint
s_GUI_Workflow

No. アクション アクション説明
1 クリック ページ内の要素を指定して、ユーザに

よる要素のクリックをシミュレーション
2 セレクターを確認 指定した要素が Web ページ上に

存在するか検証
3 テキストを確認 指定した⽂字列が指定した要素に

含まれているかを検証
4 テキストを⼊⼒ 指定したテキストを指定した要素に

書き込む
5 ナビゲーションで

クリック
指定した要素を選択した後で、
ページ全体が読み込まれるまで待つ

定義できるアクションは5つ

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
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Canary Blueprint
Canary の実体は Node.js/Python で実装される Lambda 関数で、6 種類の
Blueprint が⽤意されており、基本的な⽤途であればコーディングが不要です。
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No. Blueprint 特徴 Node.js Python

1 ハートビートのモニタリング 指定した URL にアクセスして、ページのスクリーン
ショットと HTTP アーカイブファイル (HAR ファイル) を保存

○ ○

2 API Canary REST API に対してリクエストを送信して、応答をテスト ○ ○

3 リンク切れチェッカー テスト対象のURL内のすべてのリンクを収集し、
リンク切れがないかテスト

○ -

4 Canary レコーダー Google Chrome の拡張機能である
CloudWatch Synthetics Recorder を利⽤して、ユーザ操作を
記録し、テスト

○ -

5 GUI ワークフロービルダー Web サイト上のユーザ操作ができるかを GUI ベースで
作成してテスト

○ ○

6 ビジュアルモニタリング Web サイトの表⽰が変化していないかをベースラインと
⽐較し、テスト

○ -

Canary 設計図の使⽤
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_Blueprints.html
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Canary Blueprint - ビジュアルモニタリング

65

• 以下流れで、指定した URL の Web ページの表
⽰に異常な変化がないかをチェックします。

Ø 最初に正常実⾏した Canary のスクリーンショッ
トをベースラインとして使⽤

Ø その後の Canary 実⾏で取得したスクリーン
ショットとベースラインのスクリーンショットを
⽐較して、定めたしきい値を超えている場合は、
エラーとして検知

• 「syn-nodejs-puppeteer-3.2」以降の
ランタイムバージョンを使⽤している場合に
利⽤が可能な機能になります。
※ 「syn-python-selenium」では利⽤する
ことはできないため、ご注意下さい。

視覚的差異をどの程度まで
許容するかしきい値を設定
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Canary Blueprint - ビジュアルモニタリング
結果の確認

66

ベースラインの
スナップショットと
視覚的差異がある
部分が⻩⾊く
表⽰されます

Canary の [可⽤性]
タブの [スクリーンショット] 
タブを選択することで、
視覚的差異が Web ページのどの
部分で発⽣したかが、⻩⾊く
表⽰され、確認できます。
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Canary Blueprint - ビジュアルモニタリング
ベースライン再設定

67

• Web ページの変更等でベースライン
を再設定したい場合、変更したい
Canary の編集画⾯のビジュアル
モニタリングの設定項⽬から
新しくベースラインの設定をすること
が可能です。

• ベースラインの⽐較対象から、
⼀部を⽐較対象外としたい場合は、
「ベースラインを編集」をクリック
して除外する部分を設定することが
可能です。

ベースラインを変更したい場合は、チェックボックスに
チェックを⼊れて設定を保存する

スクリーンショット内で⼀部分を⽐較対象外としたい場合に
クリックする
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Canary Blueprint - ビジュアルモニタリング
スクリーンショット⽐較対象領域除外設定

68

ベースラインのスクリーン
ショットから、⽐較対象外と
したい箇所をドラッグして、
範囲指定することで、
指定した領域は⽐較対象外とする
ことが可能です。

⽐較対象外としたい部分を
ドラッグして範囲指定
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Amazon CloudWatch Synthetics とは

Amazon CloudWatch Synthetics Canaryとは

Amazon CloudWatch Synthetics による Synthetics Monitoring

AWS モニタリングサービスとの連携

Amazon CloudWatch Synthetics 料⾦

まとめ

アジェンダ

69
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 全体構成イメージ
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CloudWatch Logs
ロググループ

実⾏ログ

S3バケット
(同⼀リージョン
or 別リージョン)

実⾏ログ (txt)

スクリーンショット (png)

HAR ファイル (html)

Canary 設定

Lambda 関数の
ハンドラー & スクリプト
(開発⾔語:Node.js/Python)

スケジュール
(⼀度きり/継続的に実⾏/cron)

データストレージ

VPC 設定 (オプション)

アクセス許可

Headless
Chrome

(Chromium)

対象サイト・Webアプリ・API
(エンドポイントを指定)

HTTP or HTTPS

CloudWatch Alarms

Amazon EventBridge

AWS X-Ray

メトリクス

トレース

イベント

実⾏時出⼒

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

データ保持期間
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 全体構成イメージ
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CloudWatch Logs
ロググループ

実⾏ログ

S3バケット
(同⼀リージョン
or 別リージョン)

実⾏ログ (txt)

スクリーンショット (png)

HAR ファイル (html)

Canary 設定

Lambda 関数の
ハンドラー & スクリプト
(開発⾔語:Node.js/Python)

スケジュール
(⼀度きり/継続的に実⾏/cron)

データストレージ

VPC 設定 (オプション)

アクセス許可

Headless
Chrome

(Chromium)

対象サイト・Webアプリ・API
(エンドポイントを指定)

HTTP or HTTPS

CloudWatch Alarms

Amazon EventBridge

AWS X-Ray

メトリクス

トレース

イベント

実⾏時出⼒

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

データ保持期間
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Canary モニタリングサービスの連携 – CloudWatch Alarms

72

• Canary 作成時、Canary 設定変更時、
CloudWatch アラームの設定画⾯から
Synthetics で取得しているメトリクスに
対して、アラームを作成することが可能です。

• CloudWatch Synthetics 設定画⾯からは
通知先としてSNS トピックを設定すること
も可能です。通知以外の処理を⾏いたい場合
は、CloudWatch アラームの設定画⾯から
設定をして下さい。

• CloudWatch Synthetics で取得している
各種メトリクスについては、下記を
参照して下さい。

• Canaryによって発⾏されるCloudWatchメトリクス
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonClo
udWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthe
tics_Canaries_metrics.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_metrics.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_metrics.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch_Synthetics_Canaries_metrics.html
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 全体構成イメージ

73

CloudWatch Logs
ロググループ

実⾏ログ

S3バケット
(同⼀リージョン
or 別リージョン)

実⾏ログ (txt)

スクリーンショット (png)

HAR ファイル (html)

Canary 設定

Lambda 関数の
ハンドラー & スクリプト
(開発⾔語:Node.js/Python)

スケジュール
(⼀度きり/継続的に実⾏/cron)

データストレージ

VPC 設定 (オプション)

アクセス許可

Headless
Chrome

(Chromium)

対象サイト・Webアプリ・API
(エンドポイントを指定)

HTTP or HTTPS

CloudWatch Alarms

Amazon EventBridge

AWS X-Ray

メトリクス

トレース

イベント

実⾏時出⼒

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

データ保持期間
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Canary モニタリングサービスの連携 – AWS X-Ray

74

• 「syn-nodejs-2.0」以降のランタ
イムを使⽤するCanaryでは、
Canary 新規作成時、または、
Canary 設定変更時に、アクティブ
トレース設定画⾯で、「AWS X-
Ray でサービスを追跡します」の
チェックボックスにチェックを
⼊れることで、Canary 実⾏に
おけるトレース情報を取得すること
が可能です。

※ 「syn-python-selenium」を
利⽤する場合は本機能を利⽤する
ことはできないため、ご注意下さい。
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Canary 実⾏結果詳細 (トレース)

75

調査したいトレース ID を選択して、クリックすると
該当のトレースマップが表⽰される
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Canary モニタリングサービスの連携 – X-Ray トレースマップ

76

Canary のトレースは通常のクライアントとは別のアイコンでトレースマップに
表⽰されます。
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Amazon CloudWatch Synthetics Canary 全体構成イメージ
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CloudWatch Logs
ロググループ

実⾏ログ

S3バケット
(同⼀リージョン
or 別リージョン)

実⾏ログ (txt)

スクリーンショット (png)

HAR ファイル (html)

Canary 設定

Lambda 関数の
ハンドラー & スクリプト
(開発⾔語:Node.js/Python)

スケジュール
(⼀度きり/継続的に実⾏/cron)

データストレージ

VPC 設定 (オプション)

アクセス許可

Headless
Chrome

(Chromium)

対象サイト・Webアプリ・API
(エンドポイントを指定)

HTTP or HTTPS

CloudWatch Alarms

Amazon EventBridge

AWS X-Ray

メトリクス

トレース

イベント

実⾏時出⼒

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

実⾏時⽣成

データ保持期間
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Canary モニタリングサービスの連携 – Amazon EventBridge

CloudWatch Synthetics は Canary の設定を変更した
り、Canary の実⾏が完了した場合にイベントを
出⼒します。Amazon EventBridge のイベントルール
を設定することで、特定のイベントパターンをトリガー
に通知を⾏ったり、是正処置を⾏うことが可能です。
例えば以下のようなことに利⽤可能です。

• Canaryのライフサイクルの追跡 (Canary の設定を
変更した際に通知を上げたい)
→ Canary State Changes のイベント発⾏を機に

SNS で通知する

• Canary実⾏が失敗した場合の調査 (ワークフローの
⼀部として利⽤)
→ Canary Testrun Failure のイベント発⾏を機に
ワークフローを動かす

78

Event Bridge
・ Canary State Changes
・ Canary Testrun Success
・ Canary Testrun Failure
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Canary の削除について

79

• Canary を削除する場合は、Canary を⼀度停⽌してから⾏います。

• Canary を作成時に作成されたリソース (Lambda 関数/IAM ロール・ポリシー
/CloudWatch アラーム) も併せて削除することが可能です。
削除したいリソースを選択の上、削除して下さい。
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Amazon CloudWatch Synthetics とは

Amazon CloudWatch Synthetics Canaryとは

Amazon CloudWatch Synthetics による Synthetics Monitoring

AWS モニタリングサービスとの連携

Amazon CloudWatch Synthetics 料⾦

まとめ

アジェンダ
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Amazon CloudWatch Synthetics 料⾦ (2023/3現在)

81

① CloudWatch Synthetics 利⽤料
1回の Canary 実⾏あたり 0.0019 USD (※東京リージョン)

毎⽉ 100 回 までの無料利⽤枠あり

⽉あたりに実⾏される Canary 実⾏回数に対しての利⽤料

② 関連サービス利⽤料
1. Canary としての Lambda 関数の実⾏にかかる利⽤料

2. S3 ストレージ利⽤料 (結果データやスクリプトの保存に伴う利⽤料)

3. CloudWatch Alarms, CloudWatch Logs, X-Ray 等の利⽤料

https://aws.amazon.com/jp/cloudwatch/pricing/

https://aws.amazon.com/jp/cloudwatch/pricing/
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Amazon CloudWatch Synthetics とは

Amazon CloudWatch Synthetics Canaryとは

Amazon CloudWatch Synthetics で実現できる外形監視

AWS モニタリングサービスとの連携

料⾦・注意点

まとめ

アジェンダ

82
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まとめ
Amazon CloudWatch Synthetics を利⽤すれば

• 必要な時に素早く Synthetics Monitoring を実現

• モニタリング動作の振る舞いをプログラムで制御可能
• シンプルな⽤途であれば、組み込み提供のテンプレート (Blueprint) を⽤いるだけで

プログラミングは不要

• カスタマイズにより複雑な操作も表現可能

• AWS サービスとの連携による⾼い柔軟性
• S3, EventBridge, X-Ray などの AWS サービスと連携

83
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本資料に関するお問い合わせ・ご感想

技術的な内容に関しましては、有料のAWSサポート窓⼝へ
お問い合わせください

https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/

料⾦⾯でのお問い合わせに関しましては、カスタマーサポート窓⼝へ
お問い合わせください（マネジメントコンソールへのログインが必要です）

https://console.aws.amazon.com/support/home#/case/create?issueType=customer-
service

具体的な案件に対する構成相談は、後述する個別相談会をご活⽤ください
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ご感想はTwitterへ︕ハッシュタグは以下をご利⽤ください
#awsblackbelt 

https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/
https://console.aws.amazon.com/support/home
https://console.aws.amazon.com/support/home
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その他コンテンツのご紹介

ウェビナーなど、AWSのイベントスケジュールをご参照いただけます
https://aws.amazon.com/jp/events/

ハンズオンコンテンツ
https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-hands-on/

AWS 個別相談会
AWSのソリューションアーキテクトと直接会話いただけます

https://pages.awscloud.com/JAPAN-event-SP-Weekly-Sales-Consulting-Seminar-2021-reg-event.html
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https://aws.amazon.com/jp/events/
https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-hands-on/
https://pages.awscloud.com/JAPAN-event-SP-Weekly-Sales-Consulting-Seminar-2021-reg-event.html
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Thank you!
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